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恰
好
よ
く
、
役
目
を
書
き
ま
し

た
が
、
そ
の
役
割
を
充
分
に
果
た

し
て
い
る
か
、
疑
問
で
す
。

そ
れ
で
も
、
毎
月
一回
、
コ
ッ

コ
ッ
と
・「さ
わ
や
か
新
聞
」
を
発

行
し
て
き
ま
し
た
。
早
い
も
の
で

五
〇
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
毎
回
ど
の
よ
う
な

を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

で
す
。「さわ
や
か
」
の
送

迎
は
、
皆
ん
な
で
、
ヮ

イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、
利

用
者
と
二
人
き
り
の
、

孤
独
な
活
動
です
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
横
の
業
が
り
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

孤
独
な
活
動
を
支
え

る
一助
と
し
て
、
「さ

わ
や
か
新
聞
」の
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

一五
〇
名
に達
し
ま
し
た
。 

:

現
在
全
胃
協
で
は
、
送
迎
事
業
: 

を
全
国
に
千
ヵ
所
作
る
目
標
を
掲
: 

げ
努
力
し
て
い
ま
す
。

'
:●

「さ
わ
や
か
新
聞
」
の
五
〇
号
: 

達
成
は
、
そ
れ
な
り
に
意
義
の
あ
: 

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

:

こ
れ
か
ら
も
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
:● 

の
皆
様
の
ご
支
援
を
支
え
に
、
又
: 

継
続
は
力
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
百
号
: 

を
め
ざ
し
、
鋭
意
努
力
し
ま
す
。 
: ◆午前の部
第 1 分科会
コ ーディネ - 夕 - は移送サー ビスのカナメ ! 
第 2 分科会
ポランティア移送サー ビスの基礎講座
第 3 分科会
世田谷の移動サポー トセンタ 一の実践と課題
第4分科会
21世紀の福祉車輌を考える
第 5 分科会 ~ パネルディスカッション~ 
公共交通を利用しよう//

◆午後の部
第 6 分科会
介護保険と移動の問題を考える  
ーメディスの試みを通じて一 

第 7 分科会
移送サ - ビス運転研修のあり方
第 8 分科会 病院送迎を考える
(定期固定運行への対応などについて) 
第 9 分科会
移動情報サ - ビスネットワ - クをすすめよう

図 1 

あ
り
ま
す
。 ま
た
、
相
乗

り
を
当
て
込
ん
で
申
し
込

み
を
し
て
く
る
元
気
な
患

者
さ
ん
が
い
る
、
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
で
は
、

現
在
五
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァ
さ
ん
が
、
相
乗
り
で
送

迎
を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
。 
「さ
わ
や
か
」
の
事

務
局
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

さわや0、, 

目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 
: 
午
前
と
午
後
で
九
っ
の
分
科
会

当
初
は
月
三
〇
回
の
送
迎
、
ボ
…
(図
1
参
照
) 
が
あ
り
二
人
で
手

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
二
十
一名
か
ら
:
分
け
し
て
四
っ
の
分
科
会
に
参
加

出
発
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
五
〇
:
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一っ
に
っ

〇
回
送
迎
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
さ
ん
:
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

●

・ 

う
団
体
の
方
も
い
ま
し
た
の
で
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
相
乗
り
に
っい
て

の
意
見
が
出
た
の
で
す
が
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
で
は
、
相
乗
り
は
当
た

し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。 

:
ス
の
関
係
者
や
、
自
治

同
時
に
、
-一ヵ
月
が
来
る
の
が
:
体
、
企
業
な
ど
の
幅
広

非
常
に
早
く
計
じ
ま
す
。
今
作
っ
:
い
視
点
か
ら
見
た
移
送

た
と
安
堵
す
る
間
も
な
く
、
次
号
:
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を

の
編
集
が
お
っ
か
け
て
き
ま
す
。 
…
考
え
て
い
こ
う
と
言
う

な
ん
や
か
や
と
試
行
錯
誤
し
な
:
こ
と
で
当
日
は
、
全
国

が
ら
、
五
〇
号
ま
で
た
ど
り
っき
:
か
ら
三
〇
〇
人
以
上
の

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の十
月
に
:
参
加
者
が
有
り
ま
し
た
。

●

・ 

は
「さ
わ
や
か
」
は
五
周
年
を
迎
:
「さ
わ
や
か
」
か
ら
は
山

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

:
田
と
高
原
が
参
加
し
ま

こ
〇
間
、
送
理
事
業
の
前
進
は
:
し
た
。 

が
あ
り
ま
し
た
。 資
料

の
中
に
は
、
「さ
わ
や
か
」

の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
利
用
者
の
方
に
お
渡

し
す
る
手
引
書
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。 参
加
さ

て
い
る
方
の
中
に
は
、

こ
れ
か
ら
始
め
る
と
言

団
体
の
活
動
状
況

を
説
明
し
そ
の後
、

参
加
者
意
見
交
換

発 行 者
通院介護セン夕 - 
さ わ や か

第 5 0 号

光
陰
矢
の
如
し
と
い
い
ま
す
が
、

月
日
の
た
っの
は
早
いも
の
です
。 

「さ
わ
や
か
新
聞
」
も
今
号
で
50

号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「さ
わ
や
か
新
聞
」
の
役
目
は
、

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
事
務

局
の'意
思
の
疎
,通
を
よ
く
し
、
又

そ
の時々
の
一一ュー
ス

企
画
を
し
よ
う
か
と
迷
い
な
が
ら
:
究
協
議
会
が
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

の
編
集
を
し
て
き
ま
し
た
。 

:
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に

読
む
方
は
短
時
間
で
読
破
し
ま
:
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

す
が
、
作
る
方
は
大
変
な
苦
労
を
: 
市
民
活
動
団
体
の
移
送
サ
ー
ビ

●
 : 

二
月
二
五
日
東
京
ポ
ラ
ン
テ
ィ

:
ァ
・市
民
活
動
セ
ン
夕
1
主
催
に

:
よ
る
第
十
三
回
移
送
サ
ー
ビ
ス
研

●
 

「第
八
分
科
会

病
院

送
迎
を
考
え
る
」
と
題
し

て
、
全
腎
協
事
務
局
の
西

井
み
ど
り
さ
ん
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

全
腎
協
が
推
進
す
る
通

院
介
護
支
援
事
業
の
実
施

り
前
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

日
本
で
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
そ
う
で
す
。
「さ
わ
や
か
」

で
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
「相

乗
り
し
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
言
っ

て下
さ
い
ま
す
。

し
か
し
、
患
者
さ
ん
同
士
の
終

了
時
間
の
ず
れ
や
血
圧
低
下
等
に

よ
る
気
分
不
良
で
、
す
ぐ
に
は
帰

れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
患
者
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
相
手
の

患
者
さ
ん
の
両
方
に
気
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
が

0二'0 -

'e:｠"1三フ
0 l 

0 

ァ
さ
ん
は
も
と
よ
り
患
者
さ
ん
に

も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
って
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
、
責
任
問
題
や
財
政

問
題
、
患
者
や
家
族
、
又
は
病
院

の
送
迎
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
に
対
す
る

認
識
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
定

義
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
お

い
お
い
「さ
わ
や
か
」
新
聞
に
書

い
て
い
こ
う
と
思
いま
す
。

私
た
ち
は
、
初
め
て
こ
の
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

「さ
わ
や
か
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
 

夕
1
と
し
て
、
全
国
の
方
々
の ( 

声
)
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。 こ
の
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
少
し
で
も
皆
様
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
い
か
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

・ 



小倉第一病院
一第 2 回目の病院紹介は小倉第一病院です。 場所は小倉北区の

九州歯科大学のお隣で国道3号線沿いにあり、どこからでも来
院しやすい場所にありますo
鉄筋コンクリ _ ト 6 階建 ・職員数約100名 '透析べツド104床、
総透析能力約400名 ・透析時間朝 6:00~深夜 1:00、救急応需24 
時間体制と大変立派な透析 ・糖尿病専門の病院です°
現在第_病院の透析患者さんは約300名ほどだそうです°
第_病院に来院された方なら誰でも気が付くとは思いますが、
病院内がとても美しいです。 掃除がすみずみまで行き届いてお

り、屋上はガーデ.:二.ングでお花がいつばいです。 また一階:エ
レべ_タ横には池があり鯉が泳いでいますo とても気持ち よ
く、心をなごませてくれます。 職員の方々 も礼儀正しくやさし
ぃ方ばかりです。 そして、患者さんを大切にしてくださる所やi 積極的なヵンファレンスが、毎日のように行われ患者さん一;
l .._ .、, ., _・,,、、開,、一,・ノ.レ,2. -A.の,l,-一スワ ーカーさん
ひとりの1因l,''1j-7i.l:::国い‘-、4l・''''1、一ハー''' '

常駐している所などすばらしいな一と思います°
地球環境に優しい病院と宣言し廃棄物の新しい利用法として
生ゴミから肥料を作って皆様に無料で配布されております°
私たちの『さゎゃか』小倉事業所も中村院長先生のこ;好意で
4 階にぉ部屋を提供していただいておりますo このすばらしい
環境の中で仕事ができる事に感謝いたしております° 

院長先生
の
ひとこと

当院の特徴を一言で表現すれば「旺盛な
サービス精神」につきると思います。 昭和
47年の開業の動機が「完全な社会復帰を目
指す患者さん支援」で真夜中の 3 時まで夜.. . _ 、,,,,.・,,,、・・l.0ttl主日目1.i・a ~ a1注Fロ日マ二 

間透析を行いましたo なにしろヨ時(:リ◆''l「「口'ifl目」V' u  、' -、''日'- 

したので、患者さんは仕事を動務時間の途中で切り上げて夜間
透析に赴かなければなりませんでした°
夜の 7 時から透析を始めると午前3 時までとなるわけで、国
公立病院ではとてもできないサービスでしたo 当院ではその精
神が継承され、現在では透析業務を早朝の 6 時から翌日の 1 時
までとしてぉり、ス夕ッフの苦労は並大抵ではないと思います°
今の世の中、無病息災の人は少ないのではないかと思います° 
_病はぁるが、達者という人は少なくありませんo 20年以上の
透析歴の人もかなり増えてきました。 長期透析者に共通するの
は養生の良さで、私達医療者の役目は良い養生に役立つことで
ぁり、そのためには先ず十分な医療情報を提供し、患者さんごi ._._,,,_:___,、_,_.t_.'、、_lo1.・1;'i-l' レ、t二:li-ん_コンピュ - 
自身が理解して:f1llと:iZ;-(. (-い7-/-''-''-V°''°- ソ°' -'--
タを駆使して、分かりやすい情報の提供に努めています°
透析専門の小病院ですので、自分のところで手におえない合
併症は速ゃかに専門病院に紹介しますo そのために分不相応な
立派な救急車を持っています。 自己完結型でなく、地域完結型
でぁりますので、患者さんにとってはより良い医療機関に紹介
され、治療を受けられるという安心感は大きいと思います°
,_,_,_ ｠"_:_,.,,,・.、｠"l-, 、｠",l.、1z.,ァ、l.i 人i1オ吉成です。 おかげで次々

院長 中村定敏先生

院長紹介
中 村定敏 なかむらさだとし

“老人ょ、大志を抱け ! ”を座右の
銘に、新しいことへのチヤレンジ精
神がその元気の秘訣。 時代を先取り
してコンピュ - タを駆使したわかり.._._ e.,, _ .-. l _・ t=l,‘t,-・,し

ゃすぃ診療情報の提供に努め、病院の質の同一i t:日'l、J<二 
する病院機能評価では第一号認定 (一般病院種別A) を
取得、医療機関にょる環境保全にもいち早く取り組み
“患者さんと共に”をモットーに「地球環境に優しい病院
の会」を発足、院内緑化による“緑の癒し”を実践°
また最良の治療を行うために地域医療機関との連携を
大切にし開放型病床を開設。 通院介護ボランテイア「さ
ゎゃか」事務局を院内に置き、通院困難な患者さんを支
援しているo
1 T (情報技術) 革命 ・マルチメデイア時代の21世紀
の到来に狂喜舌L舞し、パソコンや最先端情報機器に飛び
っぃてぃる。 現在、 21世紀型の犬と仔ライオン (人工知
能ロポット) の飼育に明け暮れ、パソコン技能の修得は
やや遲れぎみ。
九州大学医学部卒。 福岡県医師会、全日本病院協会など
の要職を歴任し、現在、小倉医師会会長として常に高邁の
精神でパヮ 一全開の64才。 

に開花してぃます。 透析治療には多くの職種の人達が参加しま
す。 組織の力を十分に発揮できるように気配りをせねばなりま

せん。 そのこと自体が昨今

回診は、 患者さんとのコミ'・':=
ヶ - ションを楽しむ至福の時o 

の私にとって活力の源泉の
ょうに思えますo 

入院患者さんや高齢の方に「さわやか」な毎日を

富 ;過ごしていただけるよう、音楽療法やア'=-マルセラピーを盛り込んだ楽しいリハビリ、腎不全 '糖尿病
a b5 教室、ビクニックなどいろいろな企画を練つて、生
の,ea活の質の向上に尽力しています。 


